
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ｂ 組～ Ｆ 組

教科担当者： （Ｃ選択：神藤、杉村　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

合計

105

○ 24

・直接原価計算が利益計画に適している理由を知ら
せる。
・直接原価計算表の意義と特色を理解させる。
・直接原価計算による損益計算書の組み立て方を理

直接原価計算 知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律

〇 〇 〇 2

1

3
学
期

・月次決算の意味と年次決算との関連について理解
させる。
・財務諸表の特色を理解させ，製造原価報告書の作
成に習熟させる。
・工場会計の独立と，その記帳方法について理解さ
せる。・原価差異の計算とその分析方法を理解させ
る。
・標準原価計算の記帳方法を理解させる。
・標準原価計算による損益計算書の作成方法を理解
させる。

・決算と本社・工場間の取引
・標準原価計算

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律 ○ ○

定期考査
○ ○ 1

20

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 20

・工業簿記の一連の記帳手続を学習させることによ
り，全体的な構造を理解させる。
・材料費の分類と記帳方法，元帳への転記を理解さ
せる。
・材料の消費と記帳方法，原価元帳への記入方法に
ついて理解させる。
・予定価格により，消費高を計算することの意味と
記帳法を理解させる。・労務費の分類とその内容を
理解させる。
・賃金支払高・消費高の計算と記帳方法を理解させ

・原価の費目別計算
・材料費、労務費、経費の計算

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律

○ ○ ○

2
学
期

・部門別個別原価計算の必要性を目的から考えさ
せ，各部門の役割を理解させる。
・部門別個別原価計算の手続きの全体の流れを理解
させる。
・部門費配分表，部門費振替票を作成させ,それにも
とづく仕訳を,マスターさせる。
・製造部門費予定費配賦表を作成させ，それにもと
づく仕訳を,マスターさせる。

・部門別個別原価計算 【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律

○ ○

・個別原価計算と総合原価計算の違いを明らかにす
る。
・総合原価計算の種類を理解させる。
・月末仕掛品完成品換算数量・加工費・加工進捗度
などの用語の意味を理解させる。
・平均法と先入先出法による月末仕掛品原価の計算
をマスターさせる。
・各種の総合原価計算表の作成と記帳法に習熟させ
る。
・減損・副産物・作業くず・仕損品の記帳方法につ
いて理解させる。

・総合原価計算
・減損・仕損じなどの記帳

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律

○

○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

・工業簿記は製造業に適用されるものであることと
工業簿記と原価計算の関係を理解させる。
・原価の意味と原価要素の性格とその分類について
理解させる。
・原価要素の集計のしかたと原価計算表の役割を理
解させる。
・原価計算の手続きについて理解させる。

・原価計算の基礎
・原価と原価計算
・原価計算のあらまし

【知識・技能】
　定期考査及び授業内小テスト
【思考・判断・表現】
　表現活動（グルプワーク・レポート・発表活動　など）の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
授業中の取組、課題の提出、出席状況、授業規律

○ ○ ○ 17

定期考査

17

定期考査 ○ ○ 1

原価計算の基本的な概念や原理を体系的に理解するとと
もに，製品の原価を計算する能力や記帳技術を身に付け
るようにする。

原価計算や帳票への記帳について、課題を見いだし、科学的な根
拠に基づいて課題に対応する力を養う。

企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力及び適切な原価管理を行う力の向上を目指
して自らが主体的に学び，適切な原価情報の提供と効果的な活用ができる能力を協働的に取
り組む態度と姿勢ができるよう養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養う。

原価計算 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

原価計算（実教出版）

商業
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の
健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

（　Ｂ選択：神藤、加瀬　　）

商業 原価計算

商業 原価計算 3


